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小西信八の 幼稚 園観

湯川 　嘉津美

（上智大学）

は じめに

　小西信八 （1854 〜 1938）は、東京女子師範学校附

属幼稚園 の 第三 代監 事 として 、創設期 の 幼稚 園教育

の 基盤作 りに尽 力 した人物 で あ る 。 小 西 の 監事時代、

附属幼稚園で は 1881（明治 14）年 と 84 年の 2 度 、 幼

稚園規則の 改正 を行 うが、な か で も 84 年改正 の 幼

稚園規則は附属幼稚園 で の 保 育経験を踏 まえて 全 面

的 に改 め られ た もの で あ り、それは 80 焦代後半に

普及をみ せる各地の 幼 稚 園に大 きな影響を与えた 。

また 、 小西は幼稚 園 と小学校 の 連絡 問題に も力 を注

ぎ、幼稚園修 了児の 小学校 1年後期 へ の 編入 を実施

して 、こ れ に 対応 し た 。 さ らに 、 84 年 2 月か らは

文部省普通学務局 兼務 とな り、文部省の 幼稚 園政策

に も関与 して 、 簡易幼稚 園 の 普及を期した。

　 こ の ように 、 小西が 附属幼稚 園監 事 として 果 た し

た役 割は大 き く、彼 の 幼 稚 園教育へ の 取 り組み が、

1880 年代の 幼稚園 の 在 り方 を方 向付 けた とい っ て

も過言で はない
。 そ こ で 、 本稿で は従来 の 研究に お

い て ほ とん ど言及され る こ との なか っ た小西信 八 の

附属幼稚 園監 事 として の 活動 に注 目 し、そ の検討を

通 じ て幼稚園教育の 進展 に果 た した小西 の 役割や彼

の 幼稚 園観 に つ い て 明 らか に する こ とと し たい 。

L 　小西の附属幼稚 園監事就任 と幼稚園規則の 改正

　 （1）1881 年改正 の幼稚園規則の 特徴

　 小西 は 1879（明治 12）年 5 月に東京師範学校中学

師範学科 を卒業 し、千葉 中学校兼千葉師範学校教師

と して赴任 した 。 千葉女子 師範学校教師長兼監 事を

経て、80 年 9 月に東京女子師範学校訓導とな り、

翌 年 7 月 、 同校助教諭兼附属幼稚園監事に就任 した 。

　小西の 監事 と して の最初の 仕 事は、1881（明治 14）

年 の 附属幼稚 園規則の 改 正 で あ っ た 。 81 年の 改正

で は 、 幼稚園 の 目的、保 育料 、保 育内容 、 組の 編制

の 四点に つ い て 改編が行われた 。 保育内容につ い て

い えぱ 、
「保育科 目（物品科 、美麗科、知識科 〉」 が

廃 止され、従来、子 目 と呼ばれて い た事項が 「保育

課 目」 として 示 され た 。 ただ し、 こ の 保 育科 目 の廃

止 に よっ て、保 育内容は ね らい を欠い た課 目の 羅列

に すぎな くな り、 各組の 保育は新た に作成され た保

育課程表 に したが っ て 行われ る こ と とな っ た 。 また、

保育内容の 改定 も行わ れ 、
「説話」 が 「修身 ノ話」

に 、

「 博物 理 解 」 が 「庶 物 ノ 話 」 に改 め られ 、「五

彩 球 ノ 遊 ビ、三形 物 ノ 理解 、貝 ノ 遊 ビ、木片 ノ組 ミ

方、紙片 ノ 組 ミ方 」 が 削除された 。 そ して 、 新た に

「会集 、 雛遊 ビ 、 結 ビ物 、 読 ミ方 、 書キ方」 が加え

られ、保 育課 目は 24 種 とな っ た 。

　 注目すべ きは 、 恩物 の 名称を幼児にわか りやす い

ように平易化 した こ と と、保 育課 目に 「読 ミ方」「書

キ方 」 を加 えた こ とで ある。恩物 名称 の 変更に つ い

て 、 小 西は次の ように述べ る。

　 「こ y へ 来 て か ら関 さ ん の 恩 物の 書 が 漢 語 的 で一寸 子供

　 に はむつ か し い 、

……こ れ を もつ と通 俗的 に しよ う と思

　 つ て 那珂 校長に 云 つ て 十 四 年 にあ らた め て ぬ ひ と り、か

　 み さ し等 とか へ ま した 。」 （「私 の 監事時代」
『幼児の 教育』

　 29−1、1929 年 ）

　 当時 、 小西は東京女子師 範学校長那珂通世 ととも

に 国語の 学習を平易にするため に 、 漢字を廃止 して 、

発 音式仮名遣を用 い る よう主張 して お り、 恩物 名称

の 平易化は 、 そ う した小 西 の 考 え方 を反映 したも の

とい えよ う 。

　 また 、「読 ミ方」
「書 キ方 」 の 導入 に っ い て 、小

西 は 「多 くの 父兄 か ら幼稚園は何 も教へ て貰は ぬ と

い ふ不平 」 があ り、 そ う した親た ちの 要求 を い れ て

こ れ らを保育課 目に 加 え た とい う。こ れ によ り最上

級の 「一ノ 組 」 で は、毎 日 「読 ミ方」 か 「霽キ方」

の い ずれ か の 教授がな される こ ととな っ た。 しか し 、

「読 ミ方」
「書 キ方」 の 保育課 目へ の 導入 は 、 幼稚

園 では文字の 読み 書きを教えず、子どもの 遊び活動

を 中心 に保 育を行 うと した創設時の幼稚園の 原則を

崩 すも の で あ り、それ はそ の 後の 幼稚園教育の 在 り

方 に も大 きな影響 を与え る こ ととな っ た。

　（2）1884年 におけ る幼稚園規則の 全面改正

　 1884（明治 17）年 2 月 、 附属幼稚 園規則 は全面改

正 された 。 おもな 変更点 は 、 組の編制、保 育課 目、

保育料の 三点 で あ る 。 まず、組 の 編制に つ い て い え

ば、それ まで の 4 組か ら 6組編制に変更 して 、 小学

校 と同 じく 6 ヵ 月 を単位 として組の編制を行 うこ と

と した。また、保 育課 目に つ い て も 「雛遊 ビ、土細

工
、 鎖繋 ギ、結 ビ 物 、体操 」 の 5 課目を削除 して 、

煩雑 を極 め て い た保 育課 目の 整理 を行 っ て い る。

　84 年改 正 の 幼 稚 園規 則 の 特徴 は 、保育用 の 図書
・器 具 や保 育要 旨が 詳細 に 示 さ れ て い る こ とで あ

る 。 保 育用 の 図書 ・器具に つ い て い えば 、 それは出

版社 ・製造者の氏名 、 住所 とともに示 され て お り、

幼稚園で 必 要な図書 ・器具の種類 とそ の 入手先を知
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る こ とが で きる 。 また、保育要 旨の項 に は幼稚園教

育 の 意義や全般的な保育 の 方法、注意な どが述 べ ら

れ 、 さ らに保育課 目の ね らい と用い 方にっ い て も詳

し く示 され て い る 。 こ の 保育要旨の 提示には 、 各地

の 幼稚 園 に 対 し て 幼稚 園教育の模範を示 す とい う 意

図が込 め られ て い たと考え られ る 。 実際 、 同規則は

1884年 2 月 15 日文部省達第 3 号による学齢末満幼

児の 就学禁止 を契機 と し て 各地 に設立 され た幼 稚園

に おい て 、 そ の モ デ ル と して 採用され た の であ る。

2． 幼稚園 と小学校の 連絡 問題 へ の対応

　 小西 は 1881 年 の 幼 稚 園規則 の 改正 に お い て、組

の 編 制 を 3 組か ら 4 組 に増 や し、「一ノ組 」 を小学

校 へ の 「つ な ぎの 組」 とみな して 、幼稚園か ら小学

校 へ の 円滑な移行 を図 ろ う と した。そ して 、82 年 9

月 よ り 「一ノ 組 」 修 了者 の 附属 女児小学校 1年 後期

（11 級 ）へ の 編入 が 実施 され 、 83 年 9 月か らは東京

師範学校附属小学校で も幼稚 園修了者の 1年後期へ

の 受け入れが開始され た 。 小 西によれ ば 、 当時 「幼

稚 園と小学校の 仕事が 全然異 つ て ゐた の で 、幼 児を

して こ の 急変に耐え させ る こ とは面白くな い とい ふ

説」 があ り、幼稚園 と小学校 の 連絡問題 に対 して は

随分頭を悩ま した とい う。そ う した折に 、欧米 で小

学校の学習へ の 漸次的な移行 の ため に 設けられて い

た コ ネ ク テ ィ ン グ ・ク ラ ス （co   ecting −class ）の こ と

を知 り、 そ の 設置を計画 し た が 、 予算 の 関係 上 実現

せ ず、結局、幼稚 園 に お い て 読み 書き を教授す る 「つ

な ぎの組 」 を設け る こ とに よ り、 小学校 へ の接続を

図 ろう と した の で あ っ た 。

　 と こ ろで、小西は こ の conneCting −class （接続級）に

関す る知 識 をど こ か ら入 手 したのだろ うか 。 筆者は

当時 日本 に 輸入 され て い た外国幼稚園書を探索 して

Hailman
，
W ．N ．

，
　Kinder8arten 　CuttUre　in　the　Family　and

Kindergarten，1873 の 第 11章 に The　connecting −class

と題す る 論説を見い だ し た。同書は東京 女子 師範学

校附属幼稚園の 旧蔵書で あ り、小西が こ うした外国

幼稚園書か ら接続級 の 在 り方 を学んだ で あろ う こ と

は疑 い 得な い
。 同書に よれば、接続級は幼稚 園修 了

後の 2 年 間設置 す る もの であ り（7 〜 9 歳児対象）、

そ こ には接続級にお け る具体的な教育方法に つ い て

も詳 しく紹介され て い る 。 小 西は、こ う した知識を

も とに接続級の 必要性 を述 べ て い るが 、 日本で は幼

稚 園か ら小学校 に移行する前に 2 年間の 接続級を設

け る こ とは難 しい とし、欧米の 接続級が果た して い

る役割を幼稚園 の 役割 に読 み替 えて、「父母 の 膝 下

な る 自由嬉 戯 の 世界 と小 学教課 の 世界 とを接続する

幼 稚 園」 の 設置を奨励 したの で ある（「静 岡 県求 益 会

出 品解 説 」 1884年 ）。

3．　 小西の 幼稚園観

　 小西は 1885 （明治 18）年 9 月、大阪の 愛珠幼稚園

監事豊 田文三郎に宛て た書簡に お い て、自ら に課せ

られた使命 にっ い て、次の よう に 述べ て い る 。

　 「ワ ガ イ マ 　ス ベ シ 　 モ ハ ン ハ 　 ジ ユ ン ス イ ノ 　 ヨ ウチ

　 エ ン 　 モ ハ ン 　 タ ラ ン ヨ リ　 ム シ ロ 　 ワ ガ ク ニ ノ 　 フ ウ

　 ゾ ク 　 シ ン ダ イ ニ 　カ ナ エ ル 　モ ノ ニ シ テ 　イ ヅ ク ノ

　 クニ マ チ 　 ニ テ 　 オ コ ナ ワ レ ン モ ノ ヲ ト　 イ ウ チ ウモ ン

　 ア リ」

　 当時、小西は東京師範学校教諭兼附属幼稚園主任

の 傍 ら 、 文部省普通学務局を兼務 して お り、そ こ で

は幼稚園を 日本の 風土 に適合的 な もの に改良す る と

ともに 、 全 国に普及 し得 る幼稚 園 の 模 範 を示すよ う

求め られ て い たの であ っ た。そ う したなかで、小西

は地方の 学事担当者に対 して 、 幼稚園設置の 必要性

と、簡 易 な方法 に よ る 幼 稚 園経営 の 在 り方を具体的

に示 して 、 そ の 普及 を期 し た 。 そ れ は 小 学校の 校舎

の
一

室 な い し二 室 を保 育用 に充て 、熟練の保姆一一人

と女 小使
一

人、幼児の 数に 応 じ た机 と椅子 、 恩物を

用 意する だけ の 簡便な方法で あ っ たが 、
こ れ も独 立

の幼稚園 と同 じ目的を達する こ とが で きる極 めて有

益 な施設 で ある とい う（前掲 「静岡県 求 益会 出 品解 説 ）。

なお、こ の 方法は 84 年 2 月 の 学齢未満幼 児 の 就学

禁止 の 後、各地に設置され る小学校付設保育科の モ

デル を示すもの で あ っ た 。

　以 上 の よ う に 、 小 西 は東 京女 子 師範学校附属 幼稚

園監 事 と し て、日本に 適合的な幼稚園の 在 り方を模

索 した。な か で も 「読 ミ方」
「書キ 方」 の保育課 目

へ の 導入 や幼稚 園 に お け る 「つ な ぎの 組」 の 設置な

どは、欧米 の フ レ
ーベ ル主義幼稚 園にはみ られ な い

もの で あ り、そ こ に 小西 の 幼稚園認識の ありよ うを

窺 う こ とがで きる 。

　 小西は 日本で 最初 の 本格的な フ レーベ ル伝 の 翻訳

者で あ り、フ レーベ ル の 幼稚園思想 にも通 じて い た

人物で ある 。 また 、 欧米 の 接続級 に対 する正確な知

識 も有 して い た。その小 西がなぜ 欧米の 幼稚園とは

異な る 方 向に 日本 の 幼稚 園を展 開 させ よう としたの

だ ろ うか。小西 が監事に 就任 した当時、全国の 幼稚

園数はわ ずか 7 園 に 止 ま っ て い た 。そ う し たなか で 、

小 西は 幼稚 園 の 普及 の た め に 、「ジ ユ ン ス イ ノ　 ヨ

ウチ エ ン 」 の 模範 を示 す よ りも、日本人 に受け い れ

られ る幼稚園 の 在 り方を示 そ うとしたの で あ っ た。

こ の 小西 の 努力 に よ り、幼 稚園は創設当初の 翻訳調

を脱 して 日本 に適合的な も の に改変され るが 、 他方 、

小学校の 準備教育の 場 として の幼稚園認識は 、 そ の

後の 「学校的幼稚園」 の 普及に寄与 する こ ととな っ

た 。 そ して 、 以後の 幼稚 園改革で はそ の克服 が課題

とな る の で ある 。
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